
ISSNO288-6480

第136號

｢行ずることもなほかたし」考

……･……………………･………･……………玉木興燕

道緯「安楽集』 「勧信求往」の構浩について

……･…………･………………………………･福井順忍

鉄条網のなかの浄土真宗

一日系アメリカ人強制収容所における仏教伝道一

．････………･……………･…………･……･……緯氏真湾

傾聴と聴聞と

～公開講座のアンケート調杳から～

………･…………………………………･･……早島 琿

平成29年3月

青富谷大學眞宗學會



傾
聴
と
聴
聞
と

～
公
開
講
座
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
～
…
…
：
…

鉄
条
網
の
な
か
の
浄
土
真
宗

ｌ
日
系
ア
メ
リ
カ
人
強
制
収
容
所
に
お
け
る
仏
教
伝
道
ｌ
…
…
輝
氏
真
澄
（
”
）

道
緯
『
安
楽
集
』
「
勧
信
求
往
」
の
構
造
に
つ
い
て

「
行
ず
る
こ
と
も
な
ほ
か
た
し
」
考
…
：
…
：
…
…
：
…
…
：
…
…
…
・
玉
木
興
慈
（
二

真
宗
学
会
第
七
十
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
：
．
…
．
：
：
：
．
：
…
…
…
…
：
…
・
・
・
…
：
…
…
・
…
（
実
）

平
成
二
十
八
年
度
真
宗
学
講
義
題
目
：
：
．
：
：
：
．
：
：
：
…
：
：
：
：
…
．
：
：
．
…
．
：
…
：
：
：
：
：
（
妻
）

平
成
二
十
七
年
度
真
宗
学
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
題
目
一
覧
．
：
：
：
：
：
：
…
：
…
：
：
…
：
（
奎
）

編
集
後
記
・
…
…
：
…
…
…
：
…
：
…
：
．
：
…
：
：
…
…
…
・
…
：
．
…
．
．
…
…
：
…
：
…
．
：
：
…
：
（
交
）

目
次

：
。
：
福
井

。
：
早
島
理
（
１
）

順

忍
（
一
国
）



「
信
文
類
」
便
同
弥
勒
釈
の
説
示
背
景
に
関
し
て
は
従
来
、
親
驚
が
中

国
宋
代
浄
土
教
諸
師
の
思
想
を
受
容
す
る
こ
と
で
当
時
の
聖
道
諸
師
の
興

隆
に
対
応
す
る
意
味
の
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
親

鶯
説
示
が
宋
代
浄
土
教
と
の
如
何
な
る
関
係
を
孕
み
な
が
ら
聖
道
諸
師
に

対
応
し
得
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
詳
細
は
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。
以
降
、

先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
親
鷲
説
示
、
宋
代
浄
土
教
、
聖
道
諸
師
の
相
互

関
係
を
基
調
と
し
な
が
ら
、
そ
の
内
実
に
せ
ま
る
こ
と
で
一
視
点
を
提
示

し
た
い
。

先
ず
「
便
同
弥
勒
」
の
語
は
直
接
的
に
は
宋
代
の
浄
土
居
士
王
日
休
に

依
る
。
そ
し
て
便
同
弥
勒
釈
の
構
成
を
見
れ
ば
、
用
欽
や
宗
暁
と
い
っ
た

宋
代
浄
土
教
諸
師
の
文
献
を
引
証
す
る
こ
と
で
、
そ
の
説
示
が
確
か
め
ら

れ
て
い
く
。
ま
た
引
文
配
置
に
も
注
目
で
き
よ
う
。
『
教
行
信
証
』
に
て

何
か
一
つ
の
事
柄
を
確
か
め
る
際
、
通
常
『
大
経
』
の
説
示
を
冒
頭
に
置

「
信
文
類
」
に
お
け
る
「
与
諸
如
来
等
」

「
便
同
弥
勒
」
説
示
の
一
背
景

龍
谷
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
日
下
貴
行

真
宗
学
会
第
七
十
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
（
日
下
）

真
宗
学
会
第
七
十
回
大
会
研
究
発
表
要
旨

き
、
続
い
て
他
の
経
論
釈
で
『
大
経
』
の
意
を
確
か
め
る
形
を
と
る
が
、

こ
こ
で
は
王
日
休
引
文
を
『
大
経
』
と
『
如
来
会
』
に
よ
っ
て
引
証
す
る

形
を
と
っ
て
お
り
、
他
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「
信
文
類
」
の
「
便
同
弥
勒
」
説
示
は
、
宋
代
浄
土
教
と
の
関

係
に
お
い
て
初
め
て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

宋
代
浄
土
教
と
は
、
確
立
し
た
宗
と
し
て
存
在
し
た
も
の
で
は
な
く
、

諸
宗
融
合
的
様
相
を
見
せ
る
が
、
従
来
諸
宗
に
わ
た
る
底
流
と
し
て
流
れ

る
の
が
、
唯
心
浄
土
・
自
性
弥
陀
思
想
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
唯
心
浄

土
・
自
性
弥
陀
思
想
を
主
流
と
す
る
宋
代
浄
土
教
に
あ
っ
て
、
指
方
立
相

的
な
浄
土
観
を
持
ち
な
が
ら
称
名
念
仏
と
餓
悔
を
中
心
と
す
る
浄
土
往
生

行
を
実
践
し
た
の
が
、
宋
代
の
浄
土
居
士
王
日
休
で
あ
る
。
王
日
休
は
そ

の
主
著
『
龍
野
浄
土
文
』
の
中
で
、
自
ら
を
含
め
た
人
間
の
機
根
を
問
題

と
し
な
が
ら
、
当
時
の
参
禅
者
に
対
し
、
「
泥
二
唯
心
之
説
一
」
（
『
浄
土
全
』

六
、
八
四
一
）
と
し
て
批
判
を
呈
す
。
こ
の
こ
と
は
親
鴬
が
「
信
文
類
」

序
に
て
「
近
世
宗
師
沈
自
性
唯
心
艇
浄
土
真
証
」
（
『
真
蹟
集
成
』
一
、
一

五
七
）
と
述
べ
、
近
世
宗
師
の
自
性
唯
心
的
浄
土
理
解
を
課
題
と
す
る
の

と
符
合
す
る
。
親
鶯
が
「
近
世
」
と
呼
ぶ
当
時
の
浄
土
教
理
解
は
自
性
唯

心
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
例
え
ば
明
恵
は
『
捲
邪
輪
』
に
て
、

菩
提
心
の
成
熟
過
程
に
お
い
て
の
所
変
と
す
る
浄
土
往
生
理
解
を
背
景
と

し
て
、
そ
の
現
実
性
を
問
題
に
指
方
立
相
を
説
く
法
然
に
対
し
厳
し
い
批

四
九



藥
経
』
「
獅
子

ノ
ヲ

以
二
信
心

判
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
、
こ
れ
ら
自
性
唯
心

的
浄
土
理
解
よ
り
為
さ
れ
る
批
判
に
対
応
し
う
る
の
が
、
「
信
文
類
」
に

て
展
開
さ
れ
る
「
与
諸
如
来
等
」
「
便
同
弥
勒
」
説
示
と
い
え
る
の
で
あ

プ
（
》
Ｏ

「
与
諸
如
来
等
」
「
便
同
弥
勒
」
に
つ
い
て
ふ
れ
る
多
く
の
述
作
の
中
、

親
鴬
が
「
信
文
類
」
で
の
み
、
「
如
来
と
等
し
」
「
弥
勒
と
同
じ
」
と
さ
れ

る
者
が
他
者
へ
と
弥
陀
法
を
図
ら
ず
も
弘
通
し
て
い
く
利
益
を
明
示
す
る

こ
と
は
先
に
論
じ
た
が
（
拙
稿
「
「
便
同
弥
勒
」
「
諸
仏
等
同
」
思
想
の
研

究
」
（
『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
三
六
）
、
今
回
さ
ら
に
国

宝
本
『
浄
土
和
讃
』
の
一
首
、
「
歓
喜
信
心
無
疑
者
お
ば
与
諸
如
来
等

と
と
く
大
信
心
は
仏
性
な
り
仏
性
す
な
わ
ち
如
来
な
り
」
（
『
聖
典
全

書
』
二
・
上
、
三
八
五
）
の
依
拠
と
な
る
「
信
文
類
」
三
一
問
答
・
『
浬

ヲ

ハ
ツ
イ
ニ
テ
葛
湾
脚
ヲ
二
ノ
ー
テ
ヘ
ル
ナ
リ

羅
蜜
一
一
切
衆
生
畢
定
幾
許
得
二
大
信
心
一
故
是
故
説
言
二
一
切
衆

‐
》
恥
キ
該

ト

ハ

ナ
リ
ハ

ナ
リ

生
悉
有
仏
性
一
大
信
心
者
即
是
仏
性
仏
性
者
即
是
如
来
（
『
真
蹟
集

成
』
一
、
二
○
六
）

と
示
さ
れ
る
も
の
が
、
専
修
寺
本
で
は
、

ノ
ヲ

ハ
ク
セ
リ

ヲ

以
二
信
心
一
故
菩
薩
摩
訶
薩
則
能
具
二
足
檀
波
羅
蜜
乃
至
般
若
波
羅
蜜
一

ハ
ツ
イ
ニ
テ
ニ

ヲ
ニ
ニ
ノ
ー
テ
ヘ
ル
ナ
リ

一
切
衆
生
畢
定
轄
鐸
得
二
大
信
心
一
故
故
是
故
説
言
一
一
一
切
衆
生
悉

ト

ハ

ナ
リ
ハ

ナ
リ

有
仏
性
一
大
信
心
者
即
是
仏
性
仏
性
者
即
是
如
来
（
『
専
修
寺
本
教

行
信
証
』
上
、
二
二
九
）

と
な
っ
て
い
る
。
坂
東
本
で
は
、
回
は
○
印
に
よ
っ
て
挿
入
指
示
さ
れ
、

真
宗
学
会
第
七
十
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
（
日
下
）

、
坂
東
本
で
は

セ
リ

《
二
足
檀
波
羅
蜜
乃
至
般
若
波

こ
の
加
筆
に
と
も
な
い
網
掛
け
部
「
当
」
の
訓
が
「
当
二
得
ベ
キ
ヲ
」
に

訂
正
さ
れ
る
。
ま
た
、
回
の
挿
入
箇
所
に
も
注
目
で
き
よ
う
。
こ
れ
に

よ
り
挿
入
直
後
に
あ
る
菩
薩
が
波
羅
蜜
を
具
足
す
る
こ
と
と
、
衆
生
が
大

信
心
を
得
る
こ
と
と
の
関
係
性
が
よ
り
明
確
に
な
る
。
坂
東
本
は
こ
れ
ら

の
加
筆
訂
正
に
よ
り
、
如
来
↓
菩
薩
↓
衆
生
と
い
う
法
の
伝
達
さ
れ
る
過

程
を
よ
り
明
確
に
示
す
の
で
あ
る
。

専
修
寺
本
は
、
親
鴬
八
十
三
歳
時
の
坂
東
本
の
状
態
を
知
れ
る
資
料
で

あ
り
、
親
驚
は
八
十
三
歳
以
降
に
坂
東
本
に
対
し
加
筆
訂
正
を
行
っ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
専
修
寺
本
と
坂
東
本
と
の
差
か
ら
は
、
「
如
来

と
等
し
」
い
者
を
通
じ
て
衆
生
に
ま
で
如
来
の
心
が
現
実
的
に
至
る
様
を
、

晩
年
に
な
っ
て
尚
「
信
文
類
」
で
の
み
明
確
に
示
そ
う
と
す
る
親
鶯
の
意

図
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

明
恵
に
代
表
さ
れ
る
聖
道
諸
師
が
、
指
方
立
相
を
標
傍
す
る
法
然
浄
土

教
に
対
し
問
題
と
す
る
の
は
、
弥
陀
浄
土
の
現
実
性
で
あ
る
と
い
え
る
。

「
信
文
類
」
便
同
弥
勒
釈
は
、
指
方
立
相
の
浄
土
往
生
を
勧
め
る
宋
代
浄

土
教
の
諸
文
を
引
証
と
し
て
展
開
さ
れ
る
が
、
親
鴬
の
説
示
は
決
し
て
指

方
立
相
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
弥
陀
法
が
さ
ら
に
現
実
的
に
は
た

ら
く
様
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
親
鴬
が
八
十
三
歳
以
降
の
晩
年

に
な
っ
て
尚
、
こ
れ
ら
の
意
義
を
「
信
文
類
」
で
の
み
、
よ
り
明
確
に
す

る
た
め
加
筆
訂
正
を
行
う
こ
と
は
、
そ
の
説
示
背
景
と
し
て
、
近
世
宗
師

の
自
性
唯
信
的
浄
土
理
解
よ
り
為
さ
れ
る
、
法
然
浄
土
教
に
対
す
る
論
難

に
対
応
し
、
ま
た
超
克
す
べ
き
意
義
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。

五
○



は
じ
め
に

親
鶯
は
『
尊
号
真
像
銘
文
』
（
一
二
五
五
・
一
二
五
八
）
に
お
い
て
、

自
身
の
師
で
あ
る
法
然
の
こ
と
を
「
信
心
を
え
た
る
ひ
と
」
・
「
信
心
の
ひ

と
」
と
し
て
語
っ
て
い
る
。
ま
た
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
十
月
以
降
に

は
、
親
鴬
と
門
弟
と
の
間
で
「
信
心
よ
ろ
こ
ぶ
ひ
と
」
を
「
如
来
と
ひ
と

し
」
・
「
弥
勒
に
お
な
じ
」
と
す
る
書
簡
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
尊
号
真
像
銘
文
』
は
、
そ
の
書
簡
が
や
り
と
り
さ

れ
た
頃
と
同
時
期
の
史
料
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
親
鶯
の

「
信
心
の
ひ
と
」
と
し
て
語
ら
れ
る
法
然
観
に
つ
い
て
は
関
心
が
持
た
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
『
尊
号
真
像
銘
文
』
を
中
心
に
「
信

心
の
ひ
と
」
と
し
て
語
ら
れ
る
親
鶯
の
法
然
観
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を

考
察
し
た
い
。

な
お
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
は
親
鶯
真
筆
の
も
の
が
二
点
伝
来
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
製
作
さ
れ
た
年
の
年
号
か
ら
、
建
長
本
（
一
二
五

五
）
・
正
嘉
本
（
一
二
五
八
）
と
一
般
的
に
呼
び
分
け
ら
れ
る
。
以
下
本

稿
で
も
、
こ
の
名
称
を
用
い
、
両
著
を
含
む
場
合
に
は
『
尊
号
真
像
銘

文
』
と
表
記
す
る
。

親
鶯
の
法
然
観
を
め
ぐ
る
一
考
察

真
宗
学
会
第
七
十
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
（
渥
美
）

龍
谷
大
学
大
学
院
渥
美
光

一
、
「
信
心
の
ひ
と
」
と
し
て
語
ら
れ
る
法
然
に
つ
い
て

ま
ず
、
親
鶯
が
法
然
の
こ
と
を
「
信
心
の
ひ
と
」
と
し
て
語
っ
て
い
た

こ
と
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
は
、
隆
寛
が
法
然
の
こ
と
を
讃
嘆
し
た
文
に
つ

い
て
、
親
鶯
の
解
説
が
加
え
ら
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
箇
所
に

は
、
「
仏
光
円
頂
」
の
こ
と
を
弥
陀
光
に
よ
っ
て
「
信
心
の
ひ
と
」
が
照

ら
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
釈
さ
れ
て
い
る
（
『
聖
典
全
書
』
二
、
六

三
八
一
六
三
九
頁
）
・

「
仏
光
円
頂
」
と
は
、
各
種
法
然
伝
に
法
然
の
奇
瑞
と
し
て
描
か
れ
た

「
頭
光
踏
蓮
」
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
「
頭
光
踏
蓮
」
の
こ
と
は
、
親
鶯
真
筆
の
も
の
が
伝
来
す
る
『
西
方

指
南
紗
』
所
収
『
源
空
上
人
私
日
記
』
の
中
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
高
僧

和
讃
』
「
源
空
讃
」
の
中
に
も
、
「
頭
光
踏
蓮
」
の
こ
と
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
親
鶯
と
門
弟
と
の
間
で
、
法
然
の
奇
瑞
で
あ
る
「
頭
光
踏

蓮
」
の
こ
と
は
周
知
の
理
解
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
親
鶯
と
そ
の
周
辺
の
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
親
賛
は
『
尊
号

真
像
銘
文
』
に
よ
っ
て
、
法
然
の
こ
と
を
弥
陀
光
に
照
ら
さ
れ
る
「
信
心

の
ひ
と
」
と
し
て
門
弟
に
語
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

二
、
親
鶯
の
勢
至
菩
薩
観
に
つ
い
て

親
鶯
の
「
信
心
の
ひ
と
」
と
し
て
語
ら
れ
る
法
然
観
は
、
彼
の
勢
至
菩

薩
観
に
も
垣
間
見
え
る
。

親
鴬
が
法
然
の
こ
と
を
勢
至
菩
薩
の
化
身
と
し
て
理
解
し
て
い
た
こ
と

五
一



三
、
勢
至
菩
薩
の
弥
陀
法
相
承
に
つ
い
て

親
鶯
が
法
然
お
よ
び
勢
至
菩
薩
の
こ
と
を
「
信
心
の
ひ
と
」
と
し
て
語

っ
た
『
尊
号
真
像
銘
文
』
は
、
真
仏
を
中
心
と
す
る
高
田
門
弟
に
伝
持
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
正
嘉
元
年
十
月
に
親
鶯
か
ら
真
仏
へ
と
宛
て
ら
れ
た

書
簡
に
は
、
「
信
心
よ
ろ
こ
ぶ
ひ
と
」
が
「
如
来
と
ひ
と
し
」
で
あ
る
証

文
と
し
て
第
十
七
願
文
お
よ
び
願
成
就
文
を
挙
げ
て
い
る
（
『
聖
典
全
書
』

二
、
七
八
四
頁
）
・

こ
の
真
仏
宛
書
簡
で
は
、
元
来
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
や
威
神
功
徳
不
可

思
議
の
は
た
ら
き
が
諸
仏
に
よ
っ
て
讃
嘆
称
揚
さ
れ
る
意
で
あ
る
と
こ
ろ

の
第
十
七
願
成
就
文
を
、
「
信
心
よ
ろ
こ
ぶ
ひ
と
」
が
諸
仏
に
よ
っ
て
讃

嘆
さ
れ
る
意
と
し
て
親
鶯
は
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
彼
の
勢
至
菩
薩

観
が
関
係
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
先
に
確
認
し
た
勢
至

は
、
『
浄
土
和
讃
』
「
勢
至
讃
」
な
ど
に
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
勢
至

菩
薩
を
讃
嘆
す
る
文
と
し
て
、
正
嘉
本
に
は
『
首
榴
厳
経
』
「
勢
至
獲
念

仏
円
通
の
文
」
が
置
か
れ
て
い
る
。

こ
の
「
勢
至
獲
念
仏
円
通
の
文
」
に
は
、
勢
至
菩
薩
が
因
地
修
行
に
お

い
て
無
生
法
忍
を
得
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
正
嘉
本
に
お
い
て
親

鴬
は
、
「
無
生
忍
」
の
箇
所
に
「
フ
タ
イ
ノ
ク
ラ
ヰ
ナ
リ
」
と
の
左
訓
を

付
す
こ
と
で
、
勢
至
菩
薩
が
因
地
修
行
に
よ
っ
て
不
退
の
位
に
就
い
た
と

し
て
解
釈
し
て
い
る
（
『
聖
典
全
書
』
二
、
六
一
四
頁
、
上
段
）
。

こ
の
よ
う
に
、
法
然
の
本
地
と
し
て
理
解
さ
れ
る
勢
至
菩
薩
に
つ
い
て

も
、
法
然
と
同
じ
「
信
心
の
ひ
と
」
と
し
て
親
鶯
は
語
っ
て
い
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
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む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
親
鴬
の
「
信
心
の
ひ
と
」
と
し
て
語
ら
れ
る
法
然
観
に
つ
い
て

考
察
し
て
き
た
。

「
信
心
の
ひ
と
」
と
し
て
語
ら
れ
る
親
鶯
の
法
然
観
は
、
正
嘉
本
に
お

け
る
彼
の
勢
至
菩
薩
観
に
も
垣
間
見
え
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
た
「
勢
至
獲

念
仏
円
通
の
文
」
に
は
弥
陀
法
の
相
承
者
と
し
て
の
勢
至
菩
薩
が
描
か
れ

て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
真
仏
宛
書
簡
に
記
さ
れ
た
、
「
信
心
よ
ろ
こ

ぶ
ひ
と
」
が
諸
仏
に
よ
っ
て
讃
嘆
さ
れ
る
と
い
う
第
十
七
願
成
就
文
の
親

鶯
理
解
と
重
な
る
。

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
親
鴬
の
「
信
心
の
ひ
と
」
と
し
て
語
ら
れ
る

法
然
観
の
特
徴
を
、
弥
陀
法
の
相
承
者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
と

結
論
付
け
て
お
き
た
い
。

菩
薩
の
因
位
修
行
に
つ
い
て
記
す
「
勢
至
獲
念
仏
円
通
の
文
」
に
は
、
阿

弥
陀
仏
か
ら
勢
至
菩
薩
へ
の
法
の
相
承
に
つ
い
て
明
か
さ
れ
て
お
り
（
大

正
一
九
、
一
二
八
頁
、
上
段
）
、
親
鶯
も
そ
の
描
写
を
依
用
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
（
「
勢
至
讃
」
・
『
正
像
末
和
讃
』
・
正
嘉
本
）
。

な
お
、
こ
の
よ
う
に
弥
陀
法
の
相
承
者
と
し
て
描
か
れ
る
勢
至
菩
薩
は
、

親
鶯
が
『
高
僧
和
讃
』
「
源
空
讃
」
に
詠
む
よ
う
な
弥
陀
法
を
弘
め
る
ヒ

ト
と
し
て
語
ら
れ
る
法
然
観
に
も
重
な
る
と
言
え
よ
う
。

（
今
回
は
紙
数
の
都
合
上
、
詳
細
な
点
は
省
略
す
る
。
）
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医
療
と
仏
教
は
同
じ
生
老
病
死
の
四
苦
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
日
本
の

医
療
現
場
で
は
協
力
関
係
が
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。
約
刈
年
前
、
仏
教
を

背
景
と
し
た
「
ビ
ハ
ー
ラ
運
動
」
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
医
療
界
の
ピ
ハ

ー
ラ
運
動
へ
の
認
識
は
低
い
。
医
療
関
係
者
の
教
育
は
科
学
的
合
理
思
考

で
な
さ
れ
て
お
り
、
健
康
の
状
態
に
戻
す
「
治
療
」
と
い
う
発
想
が
主
で
、

老
病
死
の
受
容
の
考
え
は
な
い
。
加
齢
現
象
や
疾
病
で
食
べ
る
こ
と
の
で

き
な
く
な
っ
た
患
者
へ
、
経
管
栄
養
が
実
施
さ
れ
、
生
か
さ
れ
て
い
る
患

者
は
四
十
万
人
と
言
わ
れ
ま
す
。

医
療
文
化
に
は
、
死
の
受
容
の
発
想
が
あ
り
ま
せ
ん
。
東
北
大
学
で
臨

床
宗
教
師
の
講
座
を
創
る
の
に
貢
献
し
た
岡
部
健
医
師
は
、
自
身
が
胃

癌
に
な
り
、
治
癒
不
可
能
な
状
態
に
な
っ
た
時
、
「
死
に
往
く
者
の
道
し

る
べ
を
失
っ
た
日
本
の
文
化
に
驚
い
た
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
死
」
を
ど
う
受
け
止
め
て
「
生
き
る
か
」
が
医
学
界
で
問
題
と
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
二
○
一
○
年
の
医
学
界
新
聞
に
「
第
八
回
英
国

緩
和
ケ
ア
関
連
学
会
報
告
」
と
し
て
「
緩
和
ケ
ア
を
す
べ
て
の
疾
患
に
拡

大
す
る
、
医
療
に
お
け
る
第
三
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
」
と
題
す
る
記
事

で
、
特
記
す
べ
き
話
題
は
「
の
○
且
己
困
吾
を
包
括
し
た
公
衆
衛
生
的
ア

「
死
に
ゆ
く
過
程
を
生
き
る
物
語
を

ど
う
い
た
だ
き
、
ど
う
伝
え
る
か
」
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田
畑
正
久

ブ
ロ
ー
チ
」
で
す
。
今
ま
で
の
医
療
が
「
死
ん
で
し
ま
え
ば
お
終
い
」
と

い
う
死
を
拒
否
す
る
姿
勢
か
ら
、
「
『
よ
い
死
」
を
包
括
し
た
医
療
へ
」
と

い
う
方
向
転
換
を
す
る
動
き
が
出
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

高
齢
社
会
を
迎
え
、
否
応
な
く
直
面
す
る
「
老
病
死
を
ど
う
生
き
る

か
」
が
課
題
に
な
っ
て
、
「
死
を
包
括
し
た
医
療
」
は
「
医
療
と
仏
教
の

協
働
」
が
展
開
す
る
機
運
の
時
代
性
を
感
じ
ま
す
。
「
死
」
へ
の
「
生
」

だ
け
で
は
魅
力
の
あ
る
社
会
に
な
り
そ
う
に
思
え
ま
せ
ん
。
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ

ー
ル
は
「
老
い
」
の
著
書
で
「
人
間
が
そ
の
最
後
の
十
五
年
な
い
し
二
十

年
の
間
、
も
は
や
一
個
の
廃
品
で
し
か
な
い
と
い
う
事
実
は
、
我
々
の
文

明
の
挫
折
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

医
学
は
身
体
や
病
気
の
カ
ラ
ク
リ
を
解
明
し
て
、
固
く
己
２
８
ｍ
閉
＆

冨
巴
ご
月
（
両
国
富
、
根
拠
に
基
づ
い
た
医
療
）
と
し
て
、
不
確
実
性
の

多
い
医
療
の
中
で
、
確
か
な
治
療
法
の
確
立
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
意
識
や
精
神
を
持
つ
人
間
を
全
人
的
に
把
握
で
き
な
い
こ
と
に
気

づ
き
、
国
国
三
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
ｚ
胃
国
威
扇
国
開
巴

三
＆
甘
言
（
ｚ
国
富
、
物
語
に
基
づ
く
医
療
）
が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
人

生
観
、
生
死
観
を
尊
重
す
る
医
療
で
す
。
同
じ
よ
う
な
全
人
的
対
応
の
発

想
が
、
国
匡
日
画
ご
国
尉
巴
三
ｓ
ご
月
（
国
団
三
）
と
名
付
け
、
「
一
人
ひ

と
り
の
、
そ
の
人
な
り
の
幸
せ
」
を
め
ざ
す
医
療
や
、
君
言
行
旧
ｇ
ｇ
ｐ

ｏ
閏
の
（
君
も
。
）
と
言
わ
れ
る
考
え
も
で
て
き
て
い
ま
す
。
「
単
に
病
気

を
診
断
し
治
療
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
治
療
困
難
な
病
気
と
と
も
に
生

き
る
人
々
に
寄
り
添
い
、
癒
し
人
と
な
る
医
療
者
を
育
て
る
」
こ
と
を
実

践
し
て
い
ま
す
。

仏
教
は
三
世
の
救
い
を
教
え
、
浄
土
へ
の
「
生
」
を
説
く
浄
土
教
は
無
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条
件
の
救
い
を
実
現
し
ま
す
。
智
慧
に
よ
っ
て
「
人
間
と
し
て
生
れ
た
意

味
」
、
「
生
き
る
物
語
」
、
「
死
ん
で
往
く
こ
と
の
物
語
」
に
気
づ
き
、
老
・

病
・
死
を
往
生
浄
土
の
歩
み
と
し
て
受
け
取
る
よ
う
に
導
か
れ
ま
す
。

人
間
の
思
考
を
計
算
的
思
考
と
全
体
的
（
根
源
的
）
思
考
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
医
療
人
は
科
学
的
合
理
思
考
、
即
ち
計
算
的
思
考
で
訓

練
さ
れ
て
専
門
の
知
識
は
豊
富
で
す
が
、
局
所
的
で
あ
る
と
い
う
弱
点
を

持
っ
て
い
ま
す
。
宗
教
的
な
思
考
は
全
体
的
思
考
で
あ
り
、
「
も
の
の
言

う
声
を
聞
く
」
「
こ
の
現
実
は
私
に
な
に
を
教
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」

と
い
う
よ
う
に
思
考
し
ま
す
。

智
慧
に
よ
っ
て
科
学
的
思
考
の
浅
く
、
狭
く
、
局
所
的
で
迷
い
を
繰
り

返
し
て
い
る
こ
と
を
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
智
慧
の
「
人
間
と
は
」

「
人
生
と
は
」
の
全
体
像
を
見
透
か
し
た
内
容
に
触
れ
る
時
、
仏
の
教
え

の
ご
と
く
念
仏
し
て
生
き
て
い
こ
う
と
導
か
れ
る
で
し
ょ
う
。

虚
無
主
義
、
快
楽
主
義
と
個
人
主
義
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
形
成
さ
れ

て
い
る
人
生
観
は
「
私
の
人
生
は
死
ん
だ
ら
終
わ
り
。
だ
か
ら
、
生
き
て

い
る
う
ち
に
、
楽
し
い
こ
と
、
心
地
よ
い
こ
と
を
す
る
し
か
な
い
。
私
が

幸
せ
に
な
る
こ
と
が
、
人
生
の
目
的
で
あ
る
。
」
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ

れ
に
唯
物
的
な
科
学
的
思
考
が
、
追
い
打
ち
を
か
け
て
「
生
き
る
こ
と
の

意
味
」
は
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

浄
土
の
教
え
は
、
空
過
流
転
で
は
な
く
実
り
あ
る
人
生
を
、
生
き
き
る

道
を
教
え
て
い
ま
す
。
臨
床
の
現
場
で
老
病
死
に
直
面
し
て
患
者
か
ら
発

せ
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ペ
イ
ン
は
、
「
無
条
件
の
救

い
」
を
説
く
本
願
の
教
え
で
救
わ
れ
る
道
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
治
癒
不

可
能
な
「
病
」
、
生
理
的
加
齢
現
象
の
「
老
・
死
」
に
対
し
て
、
現
代
医
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療
は
命
の
長
さ
に
と
ら
わ
れ
た
救
命
、
延
命
対
応
が
な
さ
れ
、
か
え
っ
て

生
命
の
質
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

患
者
に
寄
り
添
い
、
関
係
者
の
協
議
を
重
ね
、
Ｃ
○
門
を
高
め
る
援
助

に
努
め
る
こ
と
が
願
わ
れ
ま
す
。
生
死
勤
苦
の
本
を
抜
く
智
慧
の
視
点
が

あ
る
時
、
全
て
の
状
況
の
患
者
へ
の
対
応
が
で
き
る
広
が
り
を
持
て
る
で

－
）
よ
垂
つ
。

死
に
日
常
的
に
接
す
る
医
療
関
係
者
は
「
死
」
に
対
し
て
個
人
的
心
情

か
ら
自
分
の
生
死
観
を
患
者
に
適
応
す
る
の
で
は
な
く
患
者
が
死
を
ど
の

よ
う
に
受
け
取
っ
て
い
る
か
と
患
者
に
寄
り
添
い
、
「
死
」
を
め
ぐ
る
文

化
の
蓄
積
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
仏
教
が
「
人
生
を
全
体
的
に

考
え
る
」
と
い
う
面
で
は
深
く
、
大
き
な
視
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
驚

か
さ
れ
ま
す
。

医
療
者
は
患
者
の
医
学
的
全
身
管
理
を
学
び
、
経
験
を
重
ね
る
中
で
、

い
つ
の
間
に
か
人
間
の
全
身
管
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
傲
慢
さ

に
陥
り
や
す
い
が
、
そ
れ
は
医
学
的
管
理
で
あ
っ
て
、
人
間
の
全
体
像
が

分
か
っ
た
事
で
は
な
い
と
謙
虚
で
あ
る
べ
き
で
す
。

仏
の
智
慧
に
触
れ
て
、
自
分
の
相
（
す
が
た
）
を
知
ら
さ
れ
、
智
慧
の

洞
察
力
に
驚
き
を
持
っ
て
目
覚
め
る
者
は
、
精
一
杯
、
未
練
な
く
生
き
る

こ
と
が
で
き
、
自
然
と
死
を
超
え
て
仏
へ
お
ま
か
せ
の
世
界
が
広
が
る
で

し
ょ
う
。
「
必
ず
浄
土
に
生
ま
れ
て
、
ま
た
会
え
る
世
界
が
あ
る
」
往
生

浄
土
の
教
え
は
、
豊
か
な
味
わ
い
の
死
後
観
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

五
四



文
学
研
究
科
真
宗
学
専
攻

ｏ
浄
土
教
理
史
演
習

『
教
行
証
文
類
』
の
研
究
（
続
講
）
川
添
泰
信

ｏ
真
宗
教
学
史
演
習

「
明
和
の
法
論
」
の
基
礎
的
研
究
龍
溪
章
雄

ｏ
真
宗
伝
道
学
演
習

真
宗
伝
道
の
基
礎
的
研
究
深
川
宣
暢

・
真
宗
学
演
習

親
鶯
思
想
に
お
け
る
真
実
の
救
済
観
の
解
明
鍋
島
直
樹

・
真
宗
学
演
習

『
教
行
証
文
類
』
の
基
礎
的
研
究
那
須
英
勝

・
真
宗
学
特
殊
研
究

Ａ
善
導
大
師
研
究
ｌ
観
想
念
仏
か
ら
称
名
念
仏
へ
Ｉ
森
田
眞
円

Ｂ
善
導
大
師
研
究
ｌ
観
想
念
仏
か
ら
称
名
念
仏
へ
Ｉ
森
田
眞
円

Ａ
親
鶯
思
想
へ
の
比
較
宗
教
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
那
須
英
勝

Ｂ
親
驚
撰
述
に
み
る
三
経
観
ｌ
「
文
類
」
を
中
心
に
Ｉ

○
真
宗
教
学
史
特
殊
研
究

Ａ
真
宗
本
尊
論
研
究
史
の
再
検
討

Ｂ
真
宗
本
尊
論
研
究
史
の
再
検
討
（
続
）

平
成
二
十
八
年
度
真
宗
学
講
義
題
目

龍
溪
章
雄

龍
溪
章
雄

殿
内
恒

実
践
真
宗
学
研
究
科

《
基
礎
研
究
科
目
》

・
実
践
真
宗
学
総
合
演
習
Ｉ
（
ア
）

実
践
真
宗
学
の
分
野
と
方
法

殿
内
恒
・
田
畑
正
久
・
早
島
理
・
貴
島
信
行
・
葛
野
洋
明

ｏ
浄
土
教
理
史
特
殊
研
究

Ａ
『
法
然
聖
人
御
説
法
事
』
の
研
究
藤
堂
俊
英

Ｂ
『
選
澤
本
願
念
佛
集
』
の
研
究
藤
堂
俊
英

。
真
宗
学
文
献
研
究

Ａ
歎
異
抄
を
読
む
Ｉ
藤
能
成

Ｂ
歎
異
抄
を
読
む
Ⅱ

藤
能
成

Ａ
法
然
教
学
の
伝
承
普
賢
保
之

Ｂ
法
然
教
学
の
伝
承
普
賢
保
之

Ａ
「
化
身
士
文
類
」
の
読
解
（
続
講
）

ｌ
聖
道
仏
教
の
位
置
づ
け
ｌ

殿
内
恒

Ｂ
「
化
身
士
文
類
」
の
読
解

ｌ
聖
道
釈
・
外
教
釈
の
意
義
Ｉ
殿
内
恒

Ａ
浄
土
真
宗
の
安
心
論
題
と
異
安
心
史
の
研
究
（
上
）
武
田
晋

Ｂ
浄
土
真
宗
の
安
心
論
題
と
異
安
心
史
の
研
究
（
下
）
武
田
晋

Ａ
英
文
浄
土
教
文
献
研
究
（
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
）

グ
ラ
ン
バ
ッ
ク
リ
サ
ア
ン

Ｂ
英
文
浄
土
教
文
献
研
究
（
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
）

グ
ラ
ン
バ
ッ
ク
リ
サ
ア
ン

五
五



○
実
践
真
宗
学
総
合
演
習
Ⅱ
（
ア
）

実
践
真
宗
学
の
分
野
と
方
法

殿
内
恒
・
田
畑
正
久
・
早
島
理
・
貴
島
信
行
・
葛
野
洋
明

○
実
践
真
宗
学
研
究

実
践
真
宗
学
の
基
本
的
理
解
深
川
宣
暢

ｏ
真
宗
教
義
学
研
究

真
宗
教
義
の
基
本
的
理
解
川
添
泰
信

○
現
代
宗
教
論
研
究

宗
教
多
元
の
研
究
ｌ
宗
教
間
対
話
、
宗
教
の
教
学
Ｉ
高
田
信
良

○
大
乗
仏
教
論
研
究

大
乗
思
想
の
展
開
能
仁
正
顕

ｏ
浄
土
教
思
想
論
研
究

浄
土
教
思
想
の
基
礎
的
研
究
武
田
晋

○
現
代
社
会
論
研
究

現
代
社
会
と
宗
教
猪
瀬
優
理

ｏ
宗
教
心
理
学
研
究

宗
教
心
理
の
探
究
と
浄
土
教
岩
田
文
昭

○
宗
教
教
育
学
研
究

子
ど
も
の
育
ち
と
宗
教
性
田
岡
由
美
子

ｏ
仏
教
伝
道
史
研
究

近
代
的
仏
教
伝
道
の
歴
史
と
そ
の
課
題
中
西
直
樹

ｏ
真
宗
伝
道
史
研
究

浄
土
真
宗
と
伝
道
龍
溪
章
雄

ｏ
真
宗
教
団
論
研
究

《
専
門
（
宗
教
実
践
）
》

○
真
宗
人
間
論
研
究

真
宗
に
お
け
る
「
人
間
」
理
解
深
川
宣
暢

ｏ
布
教
伝
道
論
研
究

真
宗
伝
道
に
お
け
る
基
礎
的
研
究
と
実
践
貴
島
信
行

ｏ
組
織
活
動
論
研
究

寺
院
活
動
の
基
本
宗
本
昌
延

ｏ
メ
デ
ィ
ア
伝
道
論
研
究

伝
道
の
た
め
の
情
報
発
信
の
具
体
的
技
術
を
学
ぶ
和
田
眞
雄

ｏ
宗
教
儀
礼
論
研
究

宗
教
儀
礼
の
諸
相
と
意
義
小
野
真
龍

ｏ
地
域
・
寺
院
活
動
論
研
究

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
寺
院
活
動
を
考
え
る

窪
田
和
美

ｏ
宗
教
法
人
運
営
論
研
究

Ｉ
現
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
法
人
運
営
の
実
践
的
研
究

山
口
卓

Ⅱ
寺
院
の
適
正
な
る
管
理
運
営
に
つ
い
て
林
春
男

真
宗
教
団
の
存
在
意
義
龍
溪
章
雄

ｏ
倫
理
学
研
究

生
命
と
環
境
の
哲
学
倫
理
学
丸
山
徳
次

ｏ
外
国
語
文
献
研
究

英
文
真
宗
文
献
研
究
（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
）

グ
ラ
ン
バ
ッ
ク
リ
サ
ア
ン

五
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。
宗
教
実
践
特
殊
研
究

Ａ
実
践
基
盤
と
し
て
の
宗
教
性
ｌ
真
宗
の
立
場
Ｉ
殿
内
恒

Ｂ
浄
土
真
宗
寺
院
の
実
践
運
動
を
学
ぶ
武
田
晋

Ｃ
仏
教
教
団
の
近
代
化
と
社
会
事
業
中
西
直
樹

Ｄ
浄
土
真
宗
は
、
現
代
お
い
て
何
を
な
し
得
る
か
？
藤
能
成

Ｅ
表
現
ス
キ
ル
の
獲
得
仲
山
豊
秋

○
宗
教
実
践
演
習
Ｉ

親
鶯
教
義
に
基
づ
く
社
会
実
践
の
可
能
性
鍋
島
直
樹

真
宗
伝
道
の
基
礎
的
研
究
と
実
践
貴
島
信
行

国
内
外
の
布
教
伝
道
の
実
践
的
側
面
に
関
す
る
課
題
と
そ
の
研
究

葛
野
洋
明

ｏ
宗
教
実
践
演
習
Ⅱ

真
宗
伝
道
に
つ
な
が
る
親
鶯
の
死
生
観
と
人
間
観
の
研
究鍋

島
直
樹

法
座
伝
道
に
お
け
る
実
践
方
法
貴
島
信
行

国
内
外
の
布
教
伝
道
の
実
践
的
側
面
を
通
し
た
、
各
自
の
宗
教
実
践

的
課
題
の
研
究
葛
野
洋
明

○
宗
教
実
践
演
習

真
宗
伝
道
の
実
際
杉
岡
孝
紀

真
宗
に
お
け
る
布
教
伝
道
と
寺
院
活
動
貴
島
信
行

宗
教
的
実
践
課
題
の
も
と
、
実
習
計
画
に
則
し
た
実
習

葛
野
洋
明

ｏ
宗
教
実
践
演
習
Ⅲ

真
宗
伝
道
の
実
践
的
研
究
杉
岡
孝
紀

浄
土
真
宗
に
お
け
る
宗
教
実
践
の
課
題
と
方
途
貴
島
信
行

国
内
外
の
宗
教
実
践
の
課
題
を
通
し
た
研
究
の
結
実
葛
野
洋
明

ｏ
国
際
伝
道
論
研
究

国
際
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
現
代
に
お
け
る
伝
道
論
の
研
究

ｌ
理
論
と
方
法
Ｉ
葛
野
洋
明

Ｏ
臨
床
宗
教
師
総
合
演
習

Ｑ
冒
旨
巴
目
円
巴
ヨ
ロ
ぬ
き
局
の
回
国
冒
巴
○
四
３
画
ロ
ロ
詞
座
侭
さ
こ
の
○
四
昂

鍋
島
直
樹

○
臨
床
宗
教
師
実
習

○
一
冒
胃
巴
弓
胃
昌
ヨ
ロ
ぬ
き
Ｈ
の
凰
臥
冒
里
○
四
３
回
目
Ｑ
閃
巴
侭
さ
ロ
の
○
四
用

鍋
島
直
樹

《
専
門
（
社
会
実
践
）
》

○
生
命
倫
理
論
研
究

生
命
倫
理
・
倫
理
・
宗
教

ｏ
人
権
・
平
和
論
研
究

仏
教
に
お
け
る
人
権
論
と
平
和
論

Ｏ
ビ
ハ
ー
ラ
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
論
研
究

ビ
ハ
ー
ラ
活
動
・
臨
床
宗
教
師
の
理
念
と
実
際

ｏ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
論
研
究

宗
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
援
助
技
術

○
臨
床
心
理
学
研
究

臨
床
心
理
学
の
理
解
と
実
践
上
の
基
本
問
題

ｏ
精
神
保
健
学
研
究

五
七

高
田
文
英

森
田
喜
治

友
久
久
雄

鍋
島
直
樹

早
島
理



精
神
障
が
い
と
そ
の
予
防
、
お
よ
び
治
療
・
援
助
吉
川
悟

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
論
研
究

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
宗
教
深
尾
昌
峰

ｏ
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
論
研
究

宗
教
的
実
践
者
と
し
て
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
黒
川
雅
代
子

ｏ
社
会
実
践
特
殊
研
究

Ａ
生
老
病
死
と
先
端
医
療
（
終
末
期
医
療
、
移
植
医
療
）

早
島
理

Ｂ
仏
教
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
超
高
齢
多
死
社
会
吾
勝
常
行

Ｃ
諸
問
題
を
抱
え
る
宗
教
法
人
の
社
会
実
践
研
究
山
口
卓

Ｄ
現
代
社
会
に
あ
ふ
れ
る
「
苦
」
に
対
応
す
る
寺
院
・
僧
侶
の
実
践

活
動
高
橋
卓
志

Ｅ
寺
院
の
現
状
把
握
～
特
に
報
恩
講
に
つ
い
て
～
長
岡
岳
澄

○
社
会
実
践
演
習
Ｉ

生
命
倫
理
・
倫
理
・
宗
教
早
島
理

医
療
と
仏
教
の
協
働
田
畑
正
久

ｏ
社
会
実
践
演
習
Ⅱ

生
老
病
死
と
終
末
期
医
療
早
島
理

医
療
と
仏
教
の
協
働
田
畑
正
久

ｏ
社
会
実
践
演
習

学
外
実
習
の
基
礎
早
島
理

実
習
に
向
け
て
の
検
討
・
討
議
田
畑
正
久

ｏ
社
会
実
践
演
習
Ⅲ

修
士
論
文
及
び
報
告
書
の
作
成
早
島
理

文
学
部
真
宗
学
科

○
真
宗
学
概
論

Ａ
１
真
宗
教
義
の
基
本
的
理
解
川
添
泰
信

Ａ
２
真
宗
教
義
の
基
本
的
理
解
川
添
泰
信

Ｂ
１
真
宗
を
学
問
と
し
て
学
ぶ
玉
木
興
慈

Ｂ
２
真
宗
を
学
問
と
し
て
学
ぶ
玉
木
興
慈

ｏ
浄
土
教
理
史

Ａ
浄
土
仏
教
の
起
源
と
浄
土
経
典
の
成
立
深
川
宣
暢

Ｂ
浄
土
教
の
展
開
深
川
宣
暢

ｏ
真
宗
教
学
史

Ａ
親
鶯
思
想
（
真
宗
教
義
）
解
釈
史
の
概
説
（
中
世
・
近
世
）

龍
溪
章
雄

《
諸
課
程
科
目
》

ｏ
真
宗
教
団
活
動
論

布
教
使
資
格
取
得
に
関
す
る
諸
講
義

修
士
論
文
及
び
報
告
書
の
作
成
田
畑
正
久

○
仏
教
社
会
福
祉
論
研
究

仏
教
社
会
福
祉
と
は
な
に
か
長
上
深
雪

ｏ
矯
正
保
護
論
研
究

刑
事
施
設
に
お
け
る
犯
罪
者
の
社
会
復
帰

～
宗
教
に
何
が
期
待
さ
れ
て
い
る
か
？
そ
し
て
、
宗
教
に
何
が

で
き
る
の
か
？
～
石
塚
伸
一

五
八

季
平
博
昭



Ｂ
親
鶯
思
想
（
真
宗
教
義
）
解
釈
史
の
概
説
（
近
世
・
近
代
・
現

代
）
龍
溪
章
雄

ｏ
浄
土
教
聖
典
学
概
論

Ａ
浄
土
教
聖
典
の
成
立
と
展
開
河
智
義
邦

Ｂ
浄
土
教
聖
典
の
成
立
と
展
開
河
智
義
邦

ｃ
真
宗
聖
典
学
概
論

Ａ
親
鴬
の
説
き
示
し
た
教
え
貫
名
譲

Ｂ
親
鴬
と
覚
如
・
蓮
如
の
説
き
示
し
た
教
え
貫
名
讓

○
浄
土
教
概
論

Ａ
日
本
浄
土
教
の
学
ぶ
武
田
晋

Ｂ
法
然
門
下
の
浄
土
教
武
田
晋

○
真
宗
伝
道
学

Ａ
浄
土
真
宗
は
、
現
代
人
の
苦
悩
や
問
い
に
ど
う
応
え
る
の
か
？

藤
能
成

Ｂ
現
代
と
宗
教
打
本
弘
祐

ｏ
比
較
思
想
論

Ａ
親
鴬
思
想
へ
の
比
較
思
想
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
那
須
英
勝

Ｂ
親
驚
思
想
へ
の
比
較
思
想
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
那
須
英
勝

ｏ
教
理
史
特
殊
講
義

Ａ
１
韓
国
仏
教
と
新
羅
浄
土
教
藤
能
成

Ａ
２
『
讃
阿
弥
陀
佛
偶
』
並
び
に
『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
と
曇
鶯
の

思
想
溪
英
俊

Ｂ
１
真
宗
上
三
祖
の
教
義
と
親
鶯
の
受
用
桑
原
昭
信

Ｂ
２
真
宗
上
三
祖
の
教
義
と
親
鶯
の
受
用
桑
原
昭
信

ｏ
教
学
史
特
殊
講
義

Ａ
１
近
代
の
真
宗
思
想
入
門
岩
田
真
美

Ａ
２
近
代
の
真
宗
思
想
入
門
岩
田
真
美

Ｂ
１
真
宗
本
尊
の
本
義
を
探
る
ｌ
真
宗
本
尊
論
を
め
ぐ
る
諸
問
題
ｌ

龍
溪
章
雄

Ｂ
２
真
宗
本
尊
の
本
義
を
探
る
ｌ
真
宗
本
尊
論
を
め
ぐ
る
諸
問
題
ｌ

（
続
）
龍
溪
章
雄

ｏ
教
義
学
特
殊
講
義

Ａ
１
親
鴬
の
救
済
観
ｌ
生
き
る
意
味
の
探
究
鍋
島
直
樹

Ａ
２
親
鶯
の
死
生
観
ｌ
悲
し
み
を
希
望
に
か
え
る
も
の

鍋
島
直
樹

Ｂ
１
真
宗
教
義
の
体
系
的
解
説
佐
々
木
義
英

Ｂ
２
真
宗
教
義
の
体
系
的
解
説
佐
々
木
義
英

Ｃ
１
親
鶯
が
語
る
「
願
生
往
生
」
の
原
理
ｌ
「
無
生
の
生
」
と
い
う

｝
」
、
シ
」

渡
邊
了
生

Ｃ
２
親
鶯
が
語
る
「
願
生
往
生
」
の
原
理
ｌ
「
無
生
の
生
」
と
い
う

〉
」
、
シ
」

渡
邊
了
生

○
伝
道
学
特
殊
講
義

Ａ
１
医
療
と
仏
教
が
協
働
す
る
こ
と
が
ど
う
し
た
ら
で
き
る
か
（
前

期
）
田
畑
正
久

Ａ
２
医
療
と
仏
教
が
協
働
す
る
こ
と
が
ど
う
し
た
ら
で
き
る
か
（
後

期
）
田
畑
正
久

Ｂ
１
浄
土
真
宗
の
教
え
を
生
き
る
ｌ
教
え
と
現
実
を
繋
ぐ
（
１
）
ｌ

藤
能
成

五
九



Ｂ
２
浄
土
真
宗
の
教
え
を
生
き
る
ｌ
教
え
と
現
実
を
繋
ぐ
（
Ⅱ
）
ｌ

北
岑
大
至

Ｃ
１
終
末
期
医
療
と
宗
教
ｌ
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を
学
ぶ
１

打
本
弘
祐

Ｃ
２
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
学
ぶ
打
本
弘
祐

Ｏ
教
理
史
講
読

Ａ
１
浄
土
三
部
経
を
読
む
１
真
名
子
晃
征

Ａ
２
浄
土
三
部
経
を
読
む
２
真
名
子
晃
征

Ｂ
１
『
往
生
論
註
』
を
読
む
山
崎
真
純

Ｂ
２
『
往
生
論
註
』
を
読
む
山
崎
真
純

Ｃ
１
『
往
生
論
註
』
を
読
む
岡
崎
秀
麿

Ｃ
２
『
往
生
論
註
』
を
読
む
岡
崎
秀
麿

ｏ
教
学
史
講
読

Ａ
１
覚
如
の
教
学
三
浦
真
証

Ａ
２
蓮
如
の
教
学
三
浦
真
証

Ｂ
１
『
御
伝
紗
』
の
講
読
野
世
英
水

Ｂ
２
『
御
文
章
』
の
講
読
野
世
英
水

ｏ
教
義
学
講
読

Ａ
１
「
正
信
偶
」
を
読
む
１
四
夷
法
顕

Ａ
２
「
正
信
偶
」
を
読
む
２
四
夷
法
顕

Ｂ
１
『
教
行
証
文
類
』
「
教
巻
・
行
巻
・
信
巻
」
の
講
読

川
添
泰
信

Ｂ
２
『
教
行
証
文
類
』
「
証
巻
・
真
仏
土
巻
・
化
身
士
巻
」
の
講
読

川
添
泰
信

Ｃ
１
『
尊
号
真
像
銘
文
』
を
読
む
栗
原
直
子

Ｃ
２
『
尊
号
真
像
銘
文
』
を
読
む
栗
原
直
子

Ｄ
１
親
鶯
以
降
の
消
息
の
読
解
安
藤
章
仁

Ｄ
２
親
鶯
以
降
の
消
息
の
読
解
安
藤
章
仁

Ｅ
１
真
宗
学
の
世
界
高
田
文
英

Ｅ
２
真
宗
学
の
世
界
高
田
文
英

ｏ
伝
道
学
講
読

Ａ
１
妙
好
人
の
言
葉
を
読
む
１
小
池
秀
章

Ａ
２
妙
好
人
の
言
葉
を
読
む
２
小
池
秀
章

Ｂ
１
蓮
如
上
人
御
文
章
の
講
読
打
本
未
来

Ｂ
２
蓮
如
上
人
御
一
代
記
聞
書
の
講
読
打
本
未
来

Ｃ
１
宗
教
的
環
境
・
感
性
の
分
析
と
評
価
寺
本
知
正

Ｃ
２
宗
教
的
環
境
・
感
性
の
分
析
と
評
価
寺
本
知
正

Ｏ
真
宗
学
基
礎
演
習
１
Ａ
（
真
宗
入
門
）

殿
内
恒
・
佐
々
木
大
悟
・
打
本
弘
祐
・
能
美
潤
史
・
武
田
晋

ｏ
真
宗
学
基
礎
演
習
Ｉ
Ｂ
（
真
宗
入
門
）

殿
内
恒
・
佐
々
木
大
悟
・
打
本
弘
祐
・
能
美
潤
史
・
武
田
晋

ｏ
真
宗
学
基
礎
演
習
Ⅱ
Ａ
（
「
教
理
史
」
「
教
義
学
」
を
中
心
に
学
ぶ
）

佐
々
木
大
悟
・
井
上
善
幸
・
打
本
弘
祐
・
能
美
潤
史
・
岩
田
真
美

ｏ
真
宗
学
基
礎
演
習
Ⅱ
Ｂ

佐
々
木
大
悟
・
井
上
善
幸
・
打
本
弘
祐
・
能
美
潤
史
・
岩
田
真
美

ｏ
教
理
史
演
習

１
Ａ
逆
観
の
浄
土
教
理
史
ｌ
親
鴬
か
ら
望
む
浄
土
教
の
伝
承
ｌ

深
川
宣
暢

六

○



Ｉ
Ｂ
逆
観
の
浄
土
教
理
史
ｌ
親
鶯
か
ら
望
む
浄
土
教
の
伝
承

（
中
国
浄
土
教
か
ら
原
始
浄
土
教
へ
）
ｌ

深
川
宣
暢

Ｉ
Ａ
法
然
聖
人
の
浄
土
教
を
学
ぶ
①
武
田
晋

Ｉ
Ｂ
法
然
聖
人
の
浄
土
教
を
学
ぶ
②
武
田
晋

Ⅱ
Ａ
親
鶯
思
想
と
現
代
世
界
ｌ
真
実
の
探
求
鍋
島
直
樹

Ⅱ
Ｂ
親
鶯
思
想
と
現
代
世
界
ｌ
真
実
の
探
求
鍋
島
直
樹

Ⅱ
Ａ
『
無
量
寿
経
』
と
真
宗
文
献
佐
々
木
大
悟

Ⅱ
Ｂ
『
無
量
寿
経
』
と
真
宗
文
献
佐
々
木
大
悟

○
教
学
史
演
習

１
Ａ
覚
如
教
学
の
特
色
ｌ
『
改
邪
紗
』
を
中
心
に
Ｉ
殿
内
恒

Ｉ
Ｂ
覚
如
教
学
の
特
色
ｌ
『
改
邪
紗
』
を
中
心
に
Ｉ
殿
内
恒

Ｉ
Ａ
蓮
如
の
教
学
と
伝
道
の
姿
勢
を
言
行
録
か
ら
学
ぶ

能
美
潤
史

Ｉ
Ｂ
蓮
如
の
教
学
と
伝
道
の
姿
勢
を
言
行
録
か
ら
学
ぶ

能
美
潤
史

Ⅱ
Ａ
真
宗
学
全
般
に
関
す
る
知
識
の
習
得
と
整
理
井
上
見
淳

Ⅱ
Ｂ
真
宗
学
全
般
に
関
す
る
知
識
の
習
得
と
整
理
井
上
見
淳

Ⅱ
Ａ
真
宗
教
学
の
諸
問
題
岩
田
真
美

Ⅱ
Ｂ
真
宗
教
学
の
諸
問
題
岩
田
真
美

○
教
義
学
演
習

１
Ａ
親
鴬
に
お
け
る
信
心
の
思
想
嵩
満
也

Ｉ
Ｂ
親
驚
に
お
け
る
信
心
の
思
想
嵩
満
也

１
Ａ
三
帖
和
讃
を
読
む
玉
木
興
慈

Ｉ
Ｂ
三
帖
和
讃
を
読
む
玉
木
興
慈

１
Ａ
浄
土
を
考
え
る

杉
岡
孝
紀

Ｉ
Ｂ
浄
土
を
考
え
る

杉
岡
孝
紀

Ⅱ
Ａ
真
宗
思
想
に
関
連
す
る
諸
問
題
殿
内
恒

Ⅱ
Ｂ
真
宗
思
想
に
関
連
す
る
諸
問
題
殿
内
恒

Ⅱ
Ａ
真
宗
学
の
諸
問
題
高
田
文
英

Ⅱ
Ｂ
真
宗
学
の
諸
問
題
高
田
文
英

Ⅱ
Ａ
親
鶯
教
義
の
普
遍
性
と
特
殊
性
那
須
英
勝

Ⅱ
Ｂ
親
鶯
教
義
の
普
遍
性
と
特
殊
性
那
須
英
勝

ｏ
伝
道
学
演
習

１
Ａ
真
宗
伝
道
の
課
題
と
展
望
那
須
英
勝

Ｉ
Ｂ
真
宗
伝
道
の
課
題
と
展
望
那
須
英
勝

１
Ａ
教
学
と
伝
道
井
上
善
幸

Ｉ
Ｂ
教
学
と
伝
道
井
上
善
幸

Ⅱ
Ａ
真
宗
伝
道
の
基
礎
的
研
究
川
添
泰
信

Ⅱ
Ｂ
真
宗
伝
道
の
基
礎
的
研
究
川
添
泰
信

Ⅱ
Ａ
浄
土
真
宗
の
現
代
的
可
能
性
藤
能
成

Ⅱ
Ｂ
浄
土
真
宗
の
現
代
的
可
能
性
Ⅱ
那
須
英
勝

ｏ
卒
業
論
文

親
鶯
思
想
と
現
代
世
界
ｌ
真
実
の
探
求
鍋
島
直
樹

浄
土
教
・
真
宗
思
想
に
関
連
す
る
諸
問
題
佐
々
木
大
悟

各
自
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
調
査
と

思
索
の
成
果
を
「
卒
業
論
文
」
に
ま
と
め
る
。
井
上
見
淳

真
宗
教
学
の
諸
問
題
岩
田
真
美

一
ハ
ー



真
宗
思
想
に
関
連
す
る
諸
問
題
殿
内
恒

真
宗
学
の
諸
問
題
高
田
文
英

親
鶯
思
想
の
普
遍
性
と
特
殊
性
那
須
英
勝

真
宗
伝
道
の
基
礎
的
研
究
川
添
泰
信

現
代
社
会
と
浄
土
真
宗
藤
能
成
・
那
須
英
勝

ｏ
布
教
伝
道
論

Ｉ
浄
土
真
宗
に
お
け
る
布
教
伝
道
の
理
論
と
実
際
貴
島
信
行

Ⅱ
浄
土
真
宗
に
お
け
る
布
教
伝
道
の
教
学
的
基
礎
と
実
践
的
側
面
に

つ
い
て
の
考
察
葛
野
洋
明

ｏ
文
書
伝
道
論

Ｉ
文
書
伝
道
の
現
状
と
実
践
西
義
人

Ⅱ
文
書
伝
道
の
基
礎
と
実
践
八
橋
大
輔

ｏ
真
宗
教
団
史

真
宗
教
団
の
形
成
と
展
開
高
田
未
明

一
ハ
ー
ー



論
文
題
目

大
学
院
修
士
論
文

真
宗
に
お
け
る
英
語
翻
訳
の
研
究

ｌ
鈴
木
大
拙
英
訳
を
中
心
に
ｌ

親
鴬
の
言
語
観

存
覚
教
学
の
研
究

ｌ
『
六
要
紗
』
を
中
心
に
ｌ

親
鶯
に
お
け
る
利
他
の
研
究

浄
土
真
宗
に
お
け
る
生
き
る
意
味
に
つ
い
て
の
研
究

ｌ
恥
の
根
源
性
と
し
て
の
漸
槐
の
考
察
を
通
し
て
ｌ

近
世
中
期
真
宗
の
民
衆
教
化
に
関
す
る
一
考
察

ｌ
菅
原
智
洞
を
中
心
に
ｌ

親
鶯
の
来
迎
思
想
研
究

真
宗
儀
礼
論
の
研
究

真
宗
学
に
お
け
る
哲
学
的
研
究
の
一
断
面

ｌ
武
内
義
範
と
星
野
元
豊
ｌ

善
導
の
人
間
観
の
研
究

大
谷
光
瑞
の
研
究

親
鶯
に
お
け
る
仏
性
義
の
研
究

平
成
二
十
七
年
度
真
宗
学
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
題
目
一
覧

松
谷
慧
光

岩
田
光

藤林田
井 中

鶯
見
燈
璃

近
藤
義
行

新
道
岳
章

嵩
宣
也

藤
雄
正
受

水
内
大
悟

那
須
野
浄
彰

姓
名好

三
龍
樹

大
慎

実
践
真
宗
学
修
士
論
文

「
実
践
真
宗
学
」
の
意
義
と
そ
の
方
法
論

真
宗
に
お
け
る
寺
院
伝
道

寺
院
活
動
の
研
究

ｌ
宗
教
の
公
益
性
の
視
点
か
ら
ｌ

真
宗
保
育
の
実
践
に
関
す
る
研
究

現
代
に
お
け
る
真
宗
伝
道
方
法
論
の
一
考
察

ｌ
寺
院
活
動
と
し
て
の
文
書
伝
道
論
ｌ

自
死
問
題
に
お
け
る
僧
侶
の
役
割

ｌ
自
死
遺
族
支
援
を
中
心
に
ｌ

現
代
に
お
け
る
真
宗
葬
儀
の
あ
り
方

浄
土
真
宗
の
念
仏
者
に
お
け
る
対
人
支
援
の
研
究

ｌ
よ
り
そ
い
の
再
考
ｌ

寺
院
活
性
化
に
つ
い
て
の
一
考
察

ｌ
青
少
年
教
化
の
可
能
性
ｌ

寺
報
に
お
け
る
真
宗
伝
道
の
研
究

現
代
に
お
け
る
信
仰
共
同
体
の
課
題
と
展
望

現
代
に
お
け
る
寺
檀
関
係
の
研
究

ｌ
真
宗
伝
道
の
視
点
か
ら
Ｉ

浄
土
真
宗
の
教
義
と
ビ
ハ
ー
ラ
僧
と
し
て
の
社
会
的
役
割

一
ハ
ー
ニ

織
田
心
海

小
原
顕
真

入
江

巖岩
崎

中
村
長
二

小
岱

角戸
田

佐
藤
信
広

黒
瀬
英
世

佐
々
木
了
慈

木
下
祥
悟

教教
大亜楽

栄慧紫
信願朗



文
学
部
真
宗
学
科
卒
業
論
文

真
宗
教
義
を
め
ぐ
る
現
代
人
の
理
解
と
そ
の
問
題
点
金
安
真
弥

真
宗
に
お
け
る
女
人
往
生
の
一
考
察
斉
藤
万
里
絵

現
代
社
会
の
孤
独
感
と
浄
土
真
宗
の
救
い
木
下
阿
子

妙
好
人
の
信
心
と
念
仏
田
中
淳
眞

ｌ
浅
原
才
市
・
近
重
善
太
郎
・
椋
田
與
市
を
通
し
て
ｌ

蓮
如
の
伝
道
と
正
信
偶
寺
本
世
存

近
代
浄
土
真
宗
教
団
の
海
外
開
教
長
尾
証
二

ｌ
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
そ
の
影
響
ｌ

現
代
社
会
に
お
け
る
視
聴
覚
伝
道
の
展
望
藤
安
依
子

善
鶯
義
絶
事
件
に
つ
い
て
の
一
考
察
宮
井
慧

仏
教
の
女
性
観
岡
本
章
吾

真
宗
に
お
け
る
仏
教
音
楽
の
必
要
性
尾
山
正
見

真
宗
と
葬
送
儀
礼
元
浄
教
真

緩
和
ケ
ア
に
お
け
る
宗
教
者
の
役
割

ｌ
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を
中
心
に
ｌ

現
代
に
お
け
る
看
取
り
の
研
究

ｌ
親
鶯
の
現
生
正
定
聚
観
を
も
と
に
ｌ

現
代
に
お
け
る
真
宗
伝
道
の
あ
り
方

ｌ
念
仏
サ
ン
ガ
の
可
能
性
ｌ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ダ
ー
ナ
の
研
究

ｌ
寺
院
に
お
け
る
社
会
的
実
践
の
可
能
性
ｌ

真
宗
に
お
け
る
念
仏
道
場
の
成
立
と
寺
院
伝
道

水
口
照
道

山
本
一
成

藤
實
乗
教

西
脇
大
成

野
村
大
慈

浄
土
真
宗
と
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

「
タ
ノ
ム
タ
ス
ケ
タ
マ
へ
」
の
考
察

三
業
惑
乱
と
真
宗
の
主
体
性
に
つ
い
て

蓮
如
の
和
歌
に
お
け
る
研
究

「
タ
ス
ケ
タ
マ
ヘ
」
の
一
考
察

現
代
社
会
に
お
け
る
真
宗
僧
侶
の
役
割

蓮
如
教
学
の
研
究

現
代
社
会
と
仏
教

ｌ
真
宗
の
現
在
位
置
ｌ

親
驚
思
想
に
お
け
る
行
と
信
の
関
係

浄
土
真
宗
に
お
け
る
念
仏
者
の
人
間
像

親
賛
の
人
間
観

ｌ
悪
人
の
救
い
に
つ
い
て
ｌ

浄
土
真
宗
と
ビ
ハ
ー
ラ

輪
廻
転
生
と
親
鶯
の
死
生
観

浄
土
真
宗
の
救
い
に
つ
い
て

ｌ
自
己
受
容
の
観
点
か
ら
ｌ

親
篭
に
お
け
る
人
生
観
の
一
考
察

真
宗
に
お
け
る
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
実
践

親
鶯
と
習
俗
・
俗
信

真
宗
に
お
い
て
の
善
知
識
の
意
義

親
鶯
教
学
形
成
に
お
け
る
法
然
教
学
の
影
響

戦
時
下
に
お
け
る
教
団
と
教
学

’
十
五
年
戦
争
期
に
お
け
る
浄
土
真
宗
を
中
心
に
Ｉ

六
四

石
司
翔
太
郎

伊
東
英
明

稲
垣
り
こ

稲
木
義
成

井
上
慶
淳

井
上
大
乗

池
田

池
田

石
田

足
利

安
部

井
川

古
峨
光
至

小
山
勝
大

槻
木
紘

藤
堂
宗
郷

藤
永
淳
真

三
上
淳
教

水
之
江
唯
顕

守
屋
一
樹

拓
萌朗聡

大
輔

映
徹

未
憂



仏
教
・
浄
土
教
の
死
生
観
今
尾
亮

親
鴬
聖
人
の
生
涯
と
悪
人
正
機
説
今
田
真
史

人
間
が
抱
え
る
悩
み
と
求
め
ら
れ
る
救
い
今
福
良
介

『
歎
異
抄
』
の
教
学
史
的
意
義
岩
田
幸

浄
土
真
宗
に
お
け
る
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
上
田
泰
地

真
宗
の
救
済
論
上
ノ
坊
千
穂

善
導
の
教
入
信
の
実
践
上
原
広
大

ｌ
善
導
の
民
衆
教
化
の
実
態
と
後
世
に
与
え
た
影
響
ｌ

蓮
如
上
人
の
教
団
形
成
梅
田
萌

親
鴬
の
信
の
成
立
に
つ
い
て
江
尻
慶
之

真
宗
の
日
常
性
に
関
す
る
一
考
察
海
老
海
明
純

無
宗
教
時
代
の
浄
土
真
宗
大
城
綾
香

ｌ
『
歎
異
抄
』
を
中
心
と
し
て
考
え
る
ｌ

現
代
社
会
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
意
義
太
田
か
お
る

親
鶯
に
お
け
る
往
生
成
仏
の
一
考
察
大
西
佑
貴

現
代
葬
儀
の
課
題
と
可
能
性
沖
田
大
号

ｌ
社
会
の
変
化
と
人
々
の
意
識
の
変
化
か
ら
見
る
ｌ

親
鴬
に
お
け
る
『
正
像
末
和
讃
』
成
立
の
意
味
奥
田
章
吾

法
然
門
下
に
お
け
る
生
因
願
の
一
考
察
尾
寺
陽
海

現
代
の
日
本
人
の
信
仰
す
る
宗
教
勝
水
崇
眞

石
山
合
戦
時
代
の
真
宗
教
学
桂
誓
至

親
鶯
と
蓮
如
の
行
信
思
想
加
藤
祐
賢

真
宗
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
河
上
秀
朗

阿
弥
陀
仏
の
救
い
の
対
象
紀
伊
埜
本
翔

浄
土
真
宗
に
お
け
る
念
仏
者
の
生
き
方

ハ
ワ
イ
開
教
の
歴
史
と
展
開

ｌ
現
代
の
日
本
に
ど
う
活
か
す
か
ｌ

現
代
に
お
け
る
浄
土
の
意
味
と
真
宗
教
義
的
意
義

現
生
正
定
聚
の
研
究

今
、
求
め
ら
れ
る
真
宗
僧
侶
と
は

ｌ
門
徒
事
情
を
踏
ま
え
て
ｌ

宗
祖
に
お
け
る
称
名
の
意
義

現
代
の
い
の
ち
の
問
題

ｌ
親
驚
の
死
生
観
の
視
点
よ
り
ｌ

金
子
み
す
ヌ
と
浄
土
真
宗

ア
メ
リ
カ
仏
教
に
お
け
る
伝
道
活
動
の
歴
史
と
現
状

表
現
文
化
と
仏
教
・
真
宗
の
思
想

近
代
浄
土
真
宗
の
考
察

ｌ
廃
仏
殼
釈
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

真
宗
に
お
け
る
比
哺
の
一
考
察

仏
教
と
保
育

現
代
社
会
に
お
け
る
僧
侶
と
寺
院
の
可
能
性

現
代
人
の
宗
教
観
か
ら
見
る
浄
土
教
の
意
義

本
願
寺
教
団
と
社
会
福
祉

ｌ
真
宗
に
お
け
る
現
状
の
課
題
と
可
能
性
ｌ

真
宗
の
救
済
論
に
お
け
る
二
種
深
信
の
意
義

真
宗
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

親
驚
に
お
け
る
往
生
の
一
考
察

六
五

管季輝
平

後
藤
智
久

鷺
森
優
見

佐
々
木
朋
信

柴
田
章
徳

清
水
教
信

熊
鰐
信
行

桑
原
伸
之
介

窪楠教
田 山

小
池

小
阪

木
場

是
川

木北
本本

晃一
英樹

顕潔智
照哲志

和大 俊
子介蓮信

滋應了
弘知悟



仏
教
と
医
療

ｌ
「
老
病
死
」
の
捉
え
方
の
違
い
に
つ
い
て
ｌ

法
然
と
親
鶯
の
菩
提
心
理
解
に
つ
い
て

如
来
の
本
願
と
そ
の
は
た
ら
き
の
中
で
生
き
る
親
驚

親
鴬
・
蓮
如
の
伝
道
と
現
代
の
都
市
開
教

宗
教
の
存
在
意
義
と
現
代
に
お
け
る
あ
る
べ
き
姿

Ｉ
浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
の
比
較
か
ら
見
て
ｌ

親
鶯
に
お
け
る
悪
人
救
済
の
一
考
察

安
楽
死
と
浄
土
真
宗
に
つ
い
て
の
考
察

浄
土
真
宗
の
可
能
性

ｌ
そ
の
伝
道
学
的
考
察
ｌ

真
宗
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
観
の
一
考
察

現
代
に
お
け
る
親
鶯
の
住
生
思
想
の
意
義

現
代
社
会
に
お
け
る
真
宗
お
よ
び
宗
教
の
あ
り
方

浄
土
真
宗
と
近
江
商
人
の
精
神
基
盤

浄
土
真
宗
に
お
け
る
空
思
想
の
展
開

蓮
如
上
人
の
教
学

親
篭
浄
土
教
に
お
け
る
信
の
一
考
察

蓮
如
の
女
人
往
生
観
に
つ
い
て

真
宗
に
お
け
る
往
生
観
の
一
考
察

真
宗
に
お
け
る
釈
迦
・
弥
陀
の
関
係
性
の
一
考
察

真
宗
に
お
け
る
悪
人
救
済
の
思
想
に
つ
い
て

三
願
転
入
と
死
生
観

親
鶯
と
法
然
の
出
遇
い

常
盤
井
光
志

豐
田
賢
人

中
川
健
太
郎

中
島
千
尋

那
須
弘
顕

夏
間
惠
龍

西
脇
順
照

野
川
大
真

橋
本
暢

橋
本
裕
紀

柱
松
泰
史

原
大
真

原
田
聡

徴谷田
口中

須
山
希
有
子

高
橋
英
昭

龍
山
崇
道

建
部
真
道

隅
谷
彩
加翔

貴
康

弘
昭

親
鷲
に
お
け
る
三
願
転
入
の
一
考
察

現
代
人
と
浄
土
真
宗

隠
れ
念
仏
に
つ
い
て

真
宗
に
お
け
る
信
心
と
利
益
に
つ
い
て

真
宗
の
女
性
観

道
緯
に
お
け
る
親
驚
思
想
へ
の
影
響

親
鶯
浄
土
教
と
空
海
密
教
の
比
較
的
一
考
察

親
鶯
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
完
全
性
の
一
考
察

真
宗
伝
道
に
お
け
る
仏
教
讃
歌
の
役
割

薩
摩
の
念
仏
信
仰

ｌ
か
く
れ
念
仏
の
背
景
ｌ

日
本
浄
土
教
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
観
の
一
考
察

現
代
に
宗
教
は
必
要
か

ｌ
現
代
社
会
と
浄
土
真
宗
ｌ

真
宗
に
お
け
る
音
楽
伝
道
の
可
能
性

親
驚
の
悪
人
正
機

親
鶯
の
浄
土
観

親
篭
に
お
け
る
曼
鶯
教
学
影
響
の
一
考
察

宮
沢
賢
治
と
浄
土
真
宗

「
伝
道
」
を
め
ぐ
る
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
比
較

ｌ
理
念
・
方
法
を
中
心
に
ｌ

未
来
を
ひ
ら
く
伝
道

ｌ
親
鶯
・
蓮
如
・
沼
田
恵
範
に
学
ぶ
ｌ

現
代
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
必
要
性

一
ハ
ー
ハ

正
木

増
井

松
井

松
島

松
永

松
永

松
林
大
地

藤
本
浩
紀

本
田
悠
真

原
田
真
哉

委
文
祐
磨

廣
川
真
依

深
見
慧
隆

藤
井
淳
平

藤
井
里
紗
子

藤
岡
融
也

藤
川
進
平

藤
園
拓
哉

藤
谷
蓮
子

三
浦
敬
雅

夕大祐良智顕
月右樹太子樹



－

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
つ
い
て
水
谷
美
由
紀

ｌ
看
護
師
、
葬
儀
社
な
ど
の
立
場
か
ら
出
来
る
こ
と
ｌ

「
お
も
て
な
し
」
の
心
か
ら
見
る
宗
教
三
野
彩
美

浄
土
教
に
お
け
る
信
の
研
究
源
智
道

浄
土
真
宗
と
人
権
三
好
真
理

今
村
恵
猛
と
初
期
ハ
ワ
イ
開
教
村
上
響

現
代
の
日
本
人
の
苦
悩
と
浄
土
真
宗
の
救
い
安
井
菖
貴

浄
土
真
宗
に
お
け
る
信
と
念
仏
柳
井
報
生

歎
異
抄
に
お
け
る
親
鶯
聖
人
の
思
想
に
つ
い
て
藪
谷
麻
由

学
校
教
育
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
必
要
性
山
岸
敬

妙
好
人
か
ら
見
る
真
宗
的
人
間
像
山
下
顕

中
世
社
会
と
真
宗
教
団
の
関
わ
り

山
田
智
敬

ｌ
蓮
如
の
王
法
為
本
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

歎
異
抄
か
ら
見
る
親
鶯
の
人
間
観
好
井
正
智

ｌ
わ
た
し
の
救
い
・
悪
人
の
救
い
ｌ

『
執
持
紗
』
の
教
学
史
的
考
察
脇
坂
優
太

Ｊ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｕ
１
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｌギ

シ
ン
ウ
マ
ラ
マ

真
宗
に
お
け
る
「
真
俗
二
諦
」
論
の
教
学
史
的
展
開
秦
永
真

六
七



Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－二

（永田文昌堂のみ有効）

『
真
宗
学
』
第
一
三
六
号
を
お
届
け
い
た
し
ま

す
。
今
号
に
は
、
短
期
大
学
部
教
授
の
玉
木
興
慈

先
生
、
実
践
真
宗
学
研
究
科
教
授
の
早
島
理
先
生

の
論
文
を
は
じ
め
、
本
学
大
学
院
生
の
福
井
順
忍

氏
な
ら
び
に
稗
氏
真
澄
氏
の
投
稿
論
文
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

玉
木
先
生
は
、
「
浄
土
和
讃
」
の
中
に
見
ら
れ

る
「
信
ズ
ル
コ
ト
モ
ナ
ホ
カ
タ
シ
」
と
「
行
ズ
ル

コ
ト
モ
ナ
ホ
カ
タ
シ
」
と
の
異
同
に
着
目
し
、
と

り
わ
け
、
「
行
ズ
ル
コ
ト
モ
ナ
ホ
カ
タ
シ
」
と
は
、

「
利
他
を
す
る
」
と
い
う
獲
信
者
の
行
に
つ
い
て

「
難
」
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

早
島
先
生
は
、
「
傾
聴
」
と
「
聴
聞
」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
公
開
講
座
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、
傾
聴
活
動
が

煩
悩
の
拡
大
再
生
産
に
終
始
し
て
し
ま
う
の
で
は

な
く
、
傾
聴
を
行
う
者
も
傾
聴
を
希
望
す
る
者
も

共
に
、
煩
悩
の
縮
小
再
生
産
の
道
を
歩
む
こ
と
こ

そ
重
要
で
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

１
１
１
１

（
編
）
（
集
）
（
後
）
（
記
）

ｉ
ｉ
ｉ
ｉ

福
井
氏
は
、
『
安
楽
集
』
の
「
勧
信
求
往
」
の

語
に
着
目
し
、
特
に
第
一
大
門
は
「
往
生
の
過
程

が
示
さ
れ
た
も
の
」
と
し
て
解
釈
で
き
る
こ
と
を

述
べ
、
従
来
よ
り
未
整
理
部
分
な
ど
が
指
摘
さ
れ

る
本
書
に
つ
い
て
、
実
際
に
は
従
来
の
評
価
に
比

べ
、
よ
り
論
理
的
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

輝
氏
氏
は
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人
強
制
収
容
所
に

お
い
て
行
わ
れ
た
仏
教
伝
道
を
中
心
に
取
り
上
げ
、

多
く
の
苦
難
に
直
面
し
た
日
系
人
や
日
系
二
世
の

人
々
の
間
で
ど
の
よ
う
に
浄
土
真
宗
が
伝
え
ら
れ

て
い
っ
た
の
か
を
、
「
ア
メ
リ
カ
化
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
て
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
は
、
研
究
発
表
大
会
が
七
十
回
目
を
数

え
る
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
先
人
か
ら
続
く

学
問
研
鑛
の
歩
み
を
継
承
し
、
今
後
も
ま
す
ま
す

真
宗
学
会
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
念
じ
ま
す
。

論
文
を
ご
寄
稿
下
さ
っ
た
四
先
生
に
は
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
能
美
）

六
八

一
Ｔ
麦
ロ
ロ
ー
〈
二
六

京
都
市
下
京
区
七
条
大
宮

発
行
所
龍
谷
大
学
真
宗
学
会

電
話
㈹
宅
苧
壼
一
工
三
一
番

振
替
三
里
ａ
‐
〒
令
異
番

京
都
市
下
京
区
花
屋
町
通
西
洞
院
西
入

取
次
店

､

水
田
文
昌
堂

振
替
三
冒
己
‐
牢
杢
二
番

載）

編
集
者

真
宗
学
会

編
集
委
員

真
宗
学
会
長

転
発
行
者
川
添
泰
信

(禁

印
刷
所
㈱
図
書

印
刷

同
朋
舎

平
成
二
十
九
年
三
月
十
日
印
刷

平
成
二
十
九
年
三
月
十
五
日
発
行
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